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2025年度　一般社団法人　大学女性協会　全国セミナー

ウェルビーイングと環境
～くらしの視点から～

日時：2025年10月18日（土）13：00～17：00、19日（日）9：20～12：00
会場：エッサム神田ホール1号館3階・大会議室301号室・オンライン併用

　2025年度の全国セミナーは、
前年度の公開シンポジウムの
テーマ「ウェルビーイングと環
境」について、参加者が得た知
識と理解を自身の行動変容に転
換していくことができるよう
に、「くらしの視点から」のサブ
タイトルを付して臨みました。
プログラムの約半分の時間を、
全国の6支部からの課題報告に

充て、地球温暖化とその影響下で変動する環境と社会の中
で、身近に経験している問題とその背景や現状について、
情報収集と調査や研究に基づき、発表していただきました。
　その支部の発表により、取り上げた4つの課題に関して、
非常に多岐にわたる問題が実際に生じていること、また
個々の問題の要素や原因は、地球温暖化・気候変動である
とは言い切れない場合もあり、自然現象と経済や社会慣習
などの諸要素が複雑に関わり合っており、課題解決は想像
以上に難しいということを知りました。
　そのように大きく難解な課題に対して、私たちはどのよ

うな視点と姿勢で、何を目指して取り組んでいくべきか、
ヒントとなる指針を得ることを、2つの講演に求めました。
　一原雅子さんによる基調講演では、大学女性協会の
2022-2023年度のシンポジウム・セミナーのテーマ“ユース
の視点”、“ユースの力を活かす”に通じるもので、政府の
あらゆる意思決定に「未来世代のウェルビーイング（幸福）
を組み込んだ世界初の法律」を市民主導で制定したウェー
ルズの例が紹介されました。大学女性協会の1987年度一般
奨学生であられた萩原なつ子さんによる特別講演では、
「平和で人類と地球のよりよい関係」の社会を目指す“エコ
フェミニズム”について紹介され、お二人から新たな視点
と、難題に向けてめげずに立ち向かう力をいただきました。
　グループディスカッションでは、時間が十分とれなかっ
たにも拘らず、「家庭系廃食用油を通常のゴミ回収システ
ムに乗せて再利用へ供するよう自治体に要望する」という、
実現が見込める具体的な提言も出され、早くも成果がえら
れたことに驚き、喜んでいます。
　最後に、企画委員と実行委員の皆さんの献身的なお働
き、登壇者の皆さまの周到なご準備、ご参加の皆さまの高
い意識と熱心なご発言に、心より深く感謝申し上げます。

未来世代とジェンダー平等を見据えて� 企画委員長　鈴木　千鶴子

プ　ロ　グ　ラ　ム
第1日目

13：00 開　　会 総合司会　秋光　正子
会長挨拶 長谷川　瑞穂

13：10 基調講演「気候変動訴訟と未来世代法～市民主導によるwell-being の実現～」
一原　雅子（京都大学特定助教・京都支部）

14：20 支部による課題報告 趣旨説明　鈴木　千鶴子
14：25 課題「自然災害」 司会：片岡　雅子

　　①　「気候変動が変えた災害リスク～岡山からの報告～」木口　京子（岡山支部）
14：45 課題「生物多様性への影響」 司会：大井　恭子

　　②　「種の絶滅危機は何を意味するか？」長谷　和子（仙台支部）
15：05 課題「食糧問題」 司会：今野　美智子

　　③　「コメ　産地からの視点で調べたこと」大渕　智絵（新潟支部）
　　④　「北海道水産業の課題」瀧元　智恵（札幌支部）

15：55 課題「再生可能エネルギー」 司会：鈴木　千鶴子
　　⑤　「てんぷら油で飛行機を飛ばそう！」遠藤　理枝（東京支部）
　　⑥　「課題を克服して明るい未来を」梅田　和子（長崎支部）

16：45 閉　　会
17：30 懇 親 会

第2日目
 9：20 開　　会
 9：25 特別講演「エコフェミニズム～環境をジェンダー視点から捉える～」� 萩原　なつ子（国立女性教育会館理事長）
10：35 グループディスカッション
11：45 閉　　会

＊報告書は例年通り年度内に作成します。会員外の方には実費と送料負担でお頒けしますので、事務所までお問い合わせください。
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気候変動訴訟と未来世代法～市民主導によるwell-being の実現～
　今年も貴重な登壇の機会をいただき感謝申し上げます。
　気候変動訴訟とは、司法機関に持ち込まれた、気候科学や政策に関する争点が裁判の本案（中身）に
含まれる紛争をいいます（国連環境計画、2025）。裁判の多くは過去の事件の法的な清算であるのに対し
て、気候変動訴訟では多くが未来の気候状態の確保を争点とするため、よく「前向き訴訟」と称されま
す。大量に温室効果ガスを排出する富裕層ではなく、貧困層がより深刻に気候災害の影響を受ける構造
等が明らかになるにつれ、気候変動は人権問題だと捉えられるようになっています。ここで問題となる人
権は現在および未来世代がその主体であり、気候変動訴訟は未来世代のwell-beingを希求する裁判です。
　他方、未来世代のwell-being の希求を国の根本施策とした例が、Wales 国のWell-being of Future 

Generations（Wales）Act 2015（以下Wales 法）です。同法は、市民らが希求した将来像をもとに設定された7つのWell-
being 目標の達成を、公的機関に法的に義務付けています。
　気候変動訴訟と未来世代法は、未来世代のwell-being を、裁判と国策という2つの異なるアプローチにより希求する点で、
つながりを持ちます。
　2025年7月には国際司法裁判所が、国が気候変動に関して負う義務について勧告的意見を発しました。そこでは、各国は世
界の気候保護を達成しうるように国策を講じる国際法上の義務を負うこと、これに違反した場合には損害を負った国に対す
る多様な賠償・回復等の責任が生じること、また市民は清浄で健康な持続的環境への権利をあらゆる人権享受の前提として持
つことが明記されています。この勧告的意見は、世界各国の気候変動訴訟の集大成として次第に明確になってきた国の責任
を、国家が政策のレベルで履行すべきものとして整理した点で、先に指摘した、法制定と裁判の両輪による未来世代のwell-
being の希求と軌を一にするものだと考えます。
　日本には政策決定や裁判への市民参加を阻む複数の制度的社会的な障壁がありますが、私たちが真摯にこの問題を自分事
と捉え、行動に移す必要性は明瞭です。大学女性協会がその先導的役割を果たしていくべく、今後も微力ながら活動を続けて
いく所存です。

エコフェミニズム～環境をジェンダー視点から捉える～
　私は「もはや戦後ではない」と「経済白書」に記された1956年に生れ、日本の高度経済成長とともに
育ちました。高度経済成長は多くの物質的豊かさと便利さをもたらしましたが、命や健康を脅かす公害
や環境破壊も引き起こしました。エレン・リチャーズ・スワローは「エコロジー」の命名式で次のよう
に語っています。「人間が全地球の支配者であるという考え方に私たちはすっかりなじんでしまってい
るようです。文明が高度になればなるほど、良識は衰退し日常生活に応用される科学も減少していくよ
うに見えます。これからはエコロジーを私たちの日常科学にしましょう。それをすべての応用科学のう
ち、健康で幸福な生活がその上に打ち立てられるべき諸原理を教える最も価値ある科学にしようでは
ありませんか」（1892年）。

　人間と自然の共生を唱えるエコロジーとジェンダー平等を目指すフェミニズムの交差から誕生した「エコフェミニズム」は、
フランスのフェミニストのフランソワーズ・デュボンヌが1974年に造語した概念です。彼女は地球環境破壊と女性への性差別
や植民地支配の問題を引き起こしたのは家父長制社会であると述べ、男性優位の社会システムを変えることを主張していま
す。エコフェミニズムが目指す社会は、環境的公正と社会的公正の同時達成されたジェンダー平等社会です。

基調講演要旨� 一原　雅子（京都大学特定助教・京都支部）

特別講演要旨� 萩原　なつ子（国立女性教育会館理事長）

①　「気候変動が変えた災害リスク～岡山からの報告～」
� 木口　京子（岡山支部）
　気候変動により変わってきた災害リスクについて、いく
つかの事例を挙げて報告し、今後の課題と対策について、
特に個人、地域レベルで何をすべきかを考えます。
②　「種の絶滅危機は何を意味するか？」
� 長谷　和子（仙台支部）
　現在、人間の活動により多くの野生動物が絶滅危機にあ
り、地球温暖化はこの傾向に拍車をかけています。「生物多
様性の喪失」は、私たちに何をもたらすのか？最新の研究
成果や論点をご紹介します。
③　「コメ　産地からの視点で調べたこと」
� 大渕　智絵（新潟支部）
　食糧問題は多面的で、多くの要因が広く影響する複雑な
問題です。コメに関し生産地で暮らす者の視点で①気候変
動への対処②稲作と環境保全③持続可能な食糧確保を考え
ます。

④　「北海道水産業の課題」� 瀧元　智恵（札幌支部）
　日本の水産業が衰退傾向にあるのはなぜなのかを明らか
にするために、北海道の行政が掲げる課題と札幌支部が行
ったアンケート調査から北海道水産業の課題を報告しま
す。
⑤　「てんぷら油で飛行機を飛ばそう！」
� 遠藤　理枝（東京支部）
　環境変動へ関心を向け、身近な視点から問題点を意識化
し、資源の有効利用、循環社会の実現、CO₂排出の削減な
どへの一歩を踏み出すきっかけとして、廃食用油の再生利
用の現状、問題点、促進などについて報告します。
⑥　「課題を克服して明るい未来を」
� 梅田　和子（長崎支部）
　再生可能エネルギーは太陽光・風力の変動性再エネと水
力・地熱などの安定性再エネがありますが、お天気任せで、
自由に出力の負荷調整ができない変動性再エネの課題をど
う克服し、未来に向けて何が必要かを考えます。

支部による課題報告� 　　　
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EXPO2025 スイスパビリオン事業を振り返って
� 神戸支部長　松村和子　神戸支部国際委員長　ケイ・フォラン

2025年8月7日
大阪・関西万博

「平和と人権」公式行事
スイスパビリオンにて政治における女性たち

　2024年春、在大阪スイス領事とフォラン神戸支部会員
が、EXPOについて話す機会があり、スイスと日本とのつ
ながりを接点に、両国の優秀さをアピールできる企画をス
イス館が募集しているとのこと。それなら、ジュネーブに
本部のあるGWIと JAUW をご紹介したいと申し上げたの
が、そもそものきっかけでした。神戸支部内のEXPOチー
ムで知恵を出し合った結果、「政治における女性たち」の
テーマで、前外務大臣の上川陽子衆議院議員（静岡支部）を
中心に、全国のJAUW会員の女性政治家の方々に参加し話
し合って頂くという案を提出しました。幸いにもスイス館
に受理され、2024年秋、本格的に企画がスタートしました。
　EXPO 協会の指定されたテーマ週間内に開催し、
EXPO2025の公式プログラムに承認されると、EXPO2025 
HPで紹介されるチャンスがあると聞き、JAUWとGWIの
PRにもなる事なので、最も暑い時期でしたが、8月第1週の
「平和と人権」のテーマ週間内で日程を選び、8月7日（木）
に設定しました。国際ネットワーク委員メンバーと神戸支
部役員で「EXPO実行委員会」を立上げ、年明けには、理
事会で JAUW主催行事として承認頂きました。1部は上川
議員の基調講演、2部は女性政治家のパネル討論、3部は
GWI-JAUWの ZOOM対話のプランに決定しました。

　8月7日の当日は、警備の方々に守られ、支障なくプログ
ラムが進行し、一同安堵しました。JAUW本部・各支部か
ら多くの会員が出席して下さり、EXPO入場VIPチケット
手配責任者の松村神戸支部長は、嬉しい悲鳴の中、各支部
長と連絡を取りながら、全チケットを購入・配布し、100名
近い出席者の受付を処理しました。出席者の方々には、ス
イス館だけでなく、オーストリア館と英国館も優先入場で
ご覧頂き、事業終了後には、ドイツ館レストランでご一緒
にお食事をとることもできました。
　各支部長のご協力は実に有難く、「EXPO実行委員会」の
鈴木・大井・穐田・中山・秋光・濱松理事、成田・宮下会
員を含むJAUW本部と神戸支部との連携プレイは素晴らし
いものでした。松村・伊藤・宇野・川津・フォラン会員を
中心とする神戸支部のチームワークも見事で、各自が自分
の能力を生かし、お互いをサポートしながら事業を実施す
ることができました。このチームワークのお蔭で、真夏の
厳しい暑さにも関わらず、出席者の方々に喜んで頂き、事
業を無事に終了できたことに神戸支部として、感謝と誇り
を感じています。公式行事として、HP 掲載予定の EXPO�
2025 事業後レポートにご期待ください！
＊10頁「理事会から」にURLを示しました。

伊藤　舞 Stacy D. Lara 鈴木千鶴子 大井恭子

Carolyn Davidson 三木けえ 山下いづみ 木口京子

上川陽子 長谷川瑞穂 松村和子 Kei Foran

当日のプログラム
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　私は、政治家とは国の平和、そして世界の平和のために、多様な国や人種、個々の違いを超えて、より良い社会を築いてい
く存在であるべきだと考えています。長年にわたり国政に携わり、法務大臣、外務大臣などの要職を歴任し、着実に成果をあ
げてこられた上川議員の講演は、地方議員である私にとって自らを奮い立たせる貴重な機会となりました。今回は、WPS
（Women, Peace and Security）に関するお話を伺いました。日本では2015年に第1次「女性・平和・安全保障に関する行動計
画」が策定され、2023年4月には第3次「行動計画」が策定されています。今後も注視すべき重要な取り組みです。
　近年、女性の政治参画の必要性が叫ばれる一方で、「女性なら誰でもよいわけではない」という声もあります。会場からも
「女性議員を増やすにはどうすればよいか」という質問がありました。その答えに、上川議員の政治精神がよく表れていまし
た。政治家を志す人に、まず「やめなさい」と伝えるのだそうです。その一言で諦めたり不安を覚えたりするようでは、たと
え政治家になっても務めを果たすことは難しい。政治の厳しい現場に飛び込むには、それほどの覚悟が必要だということなの
でしょう。私もその言葉に深く共感しました。
　初めて出会った政治家も上川議員でした。地方のイベントでお見かけしたのが最初で、その後も折に触れてお話を伺う機
会がありました。20年を経た今も印象は変わらず、言うべきことを分かりやすく丁寧に語られる姿に、私は「こういう立派な
人こそ政治家なのだ」と強く感じました。

　三木けえ衆議院議員、木口京子岡山県議会議員、山下いづみ富士市議会議員、さらにイギリスパビリオン総代表のキャロリ
ン・デービッドソンさんをお招きして「政治における女性たち」についてパネルディスカッションを行いました。
　まずは、日本では依然として女性の政治参加率が高まらない中で、女性が直面する差別や活動しづらさの報告がそれぞれ
の議員からありました。これに対して、キャロリンさんからはイギリスのクオータ制度や自身が夫婦で領事の仕事をシェアす
ることにより、子育てをしながらも継続的にキャリアを築いた体験が紹介されました。女性の政治参加を高め活動を活発化す
るためには、日本の伝統的な固定観念を打ち破ることが重要であり、何より男性の理解と協力が必要不可欠であることが訴え
られました。
　近年の研究では、性別役割分担意識の強さが実は女性に劣らず男性の幸福度低下にもつながっていることが示され、男性
女性の双方にとって、多様性と平等性が欠かせないとの認識が広まりつつあります。
　性別役割分担意識を超えて、多様な価値観を融合させることが女性の政治参加を高めるだけなく、平和で持続可能な社会
の実現に不可欠であることが会場の皆さまと共有されました。
　今回の議論は万博の8月1日からのテーマウィーク「平和と人権」と結びつき、人権尊重と平和の実現を強く願う宣言的なイ
ベントとなったと考えます。

　ジュネーブのGWI本部とZoomでつなぎ、Stacy（スティシー）Dry Lara GWI事務局長と鈴木千鶴子JAUW副会長がGWI
と JAUWの連携について話し合いました。司会はCIR の大井恭子が務めました。
　まずはスティシーの自己紹介を伺いました。知らないことが多く、これを伺い急に彼女が身近な存在に感じられるようにな
りました。そして、彼女のGWIとの関わり、これまでの事務局長としての貢献の一端をお話しくださいました。お話の中で、
GWI の歴史、ミッション等を伺い、我々のGWI に対する理解が改めて深まりました。ジュネーブに本部を置くGWI は地の
利を活かし、国連・ILO・UNHCR・UNESCOなどの主要な国際組織とも活発に連携していることがわかりました。また鈴木
千鶴子副会長からは、スティシーとの交流や JAUWと GWI の連携の話があり、高等教育を通じた平和・人権・女性の活躍
推進・平等などの目標推進のためのこれまでの活動や今後の協働方針などについて意見を交換しました。最後は GWI 100周
年の際に作られた “Every Girl and Every Woman”の歌をスイスのスティシーとともに会場の全員で歌い、スイス領事によ
る「日本・世界中の女性が今後も素晴らしい活動を続け、ジェンダー平等の社会が実現するよう期待する」という総括コメン
トで締めくくられました。JAUW神戸支部長が出席者とスイスイベントチームの協力に謝意を述べ、プログラムは無事に終
了しました。なお、このセッションではスマホにダウンロードしたAI翻訳アプリにより日英両言語が支障なく使われました。

セッション 1報告　上川陽子議員の基調講演を聞いて� 静岡支部　山下いづみ

セッション 2報告　前例主義を蹴っ飛ばし、多様性社会の実現へ� 神戸支部　伊藤　舞

セッション 3報告　GWI 本部と結んだZoom討議� CIR・東京支部　大井恭子

スイス領事メスナー博士
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　アフリカ中南部のザンビアで9月11日から13日まで開催
された第35回 GWI 総会では、9月11日（木）、役員選挙に
つづいて会計報告が行われ、最後に総会決議が採択され、
本会議が終了しました。これらに関し報告いたします。

役員選挙結果報告
　投票により次の方々が2025～2028年役員に選出された。
（所属協会・連盟は国名のみ表記）
会長：Patricia PATTON　カナダ
副会長・提唱担当：Gisele SCANLON　アイルランド
副会長・教育担当：Shirley GILLETT　ニュージーランド
副会長・資金調達担当：Lynne KENT　カナダ
副会長・法務担当：Joy HURST　カナダ
副会長・広報担当：Nataly GARCIA ALVARADO
　　　　　　　　　エルサルバドル
副会長・会員担当：Meera BONDRE　インド
副会長・企画担当：Ujwala SHINDE　インド
財務（正）：Saskia VOORTMAN　オランダ
財務（副）：Susan LANE　カナダ
財務（副）：Elisabeth GRIMM　スイス
　なお教育委員会委員にJAUWのケイ・フォランさんが選
出された。
会計報告
　現時点では、会員数が大幅に減少（2023年度からは約
1000名減少）しているため、会費収入だけでは GWI の長
期的な運営を維持するのに不十分である。
総会決議
　GWI本部が事前（8月19日）にウェビナー会議を開催し、
各国連盟・協会に対して議案の説明と意見交換の場を設け
たため、総会では即、採決となった。各国の代表者は赤・
緑・黄色の紙を掲げて賛成・反対・保留の意思を示し、反
対された項目はなく、以下1～8の決議が今後3年間の政策
行動方針として承認された。

決議1：大学院研究者の公平な権利
　大学院研究者に育児休暇や公平なビザ制度を含む職員同
等の権利を保障するよう要請する。
決議2：�人工知能（AI）開発におけるジェンダー平等の推進
　生成型人工知能（AI）の責任ある開発に影響を与え、そ
の影響がデジタル時代における女性の教育、健康、経済的
安全の保護を強化することを目的とする。
決議3：�ストーキング、嫌がらせ、サイバーいじめを終わ

らせるための世界的な行動
　各国連盟・協会は、女性と少女をストーキングやサイ
バーいじめから守るため、犯罪化・警察司法の強化・GWI
アドボカシーの継続を各国政府に求める。
決議4：包括的な妊産婦死亡予防戦略に向けて
　各国連盟・協会は、安全な母性実現のため、妊産婦の死
亡・危機データを匿名化して収集・共有する仕組みの導入
を各国政府に求める。
決議5：�国際貿易協定を通じた持続可能な開発とジェン

ダー平等の推進
　各国連盟・協会は、国際貿易協定をSDGs推進に活用し、
市民社会参加のもとジェンダー平等を確保するよう政府に
求める。
決議6：�世界の泥炭地の修復、保全および保護
　各国連盟・協会は、政府と教育機関に対し、泥炭地の保
護・修復と持続的管理を進め、教育・研究や産業連携を通
じて損害を防ぐよう求める。
決議7：深海生態系の保全
　各国連盟・協会は、深海生態系を守るため、深海底採掘
活動の一時停止、科学研究の支援、深海底鉱物探査への国
際的協力を政府に求める。
決議8：�気候危機および気候非常事態を阻止するための国

際および国内エコサイド法
　気候危機への是正措置を学び、その実現を国際・国内の
エコサイド法として推進する。

第35回 GWI 総会
2025年9⽉11⽇～13⽇　ザンビア共和国ルサカにて

GWI 総会報告� 加藤澄恵　国際ネットワーク委員
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はるか遠くザンビアへ� ケイ・フォラン　神戸支部

　初めてのアフリカ大陸訪問！コンフォトゾーンを離れ、見知らぬ街ルサカに
到着し戸惑うのも束の間、ザンビア協会員に温かく迎えられ、歓迎会、総会に
出席。ハプニングにも対応しながら、パトリス前 GWI 会長、スティシー事務
局長始め、ズーム会議で何度か顔を合わせた各国の会員と直接会うことができ
ました。総会初日、JAUWが8月に開催したEXPO事業を紹介しました。カナ
ダからの出席者数が最多で、パトリシア・パットン新会長含め11名。日本から
は4名が参加し3名がセミナーで発表。今回の総会は、出席者総数が50数名と少
ないのが残念でしたが、加・米・NZ・豪・英・アイルランド・オランダ・エ
ストニア・ボリビア等、多彩な国々から会員が集まりました。
　私は JAUW本部から推薦いただき、GWI教育委員に立候補した結果、総会
選挙で委員に選ばれ、NZのシャーリーさんも教育担当副会長に再選。ザンビ
アのアニー会長も教育委員長に選ばれ、今回直接会えたのは幸いでした。
　現地の学校訪問では、各国に異なる教育課題がある現実に直面。最終日は、
チャミヌカのサハリを訪問し、広大な保護地区に生きる動物達の姿を目の前に
して感動しました。

一般公開セミナー報告� 稲葉みどり　愛知⽀部

　9月13日の一般公開セミナーでは、JAUWから3名が登壇し、それぞれ異なる
視点からジェンダー平等に関する提言を行いました。
　フォラン会員は、「分断した世界における共存・協働の重要性」をテーマに、
持続可能な未来のためには“共助資本主義”のもとでNGOが社会の調整役を
果たすことが不可欠であると述べました。JAUWの EXPO 事業も紹介され、
フロアからは多くの質問が寄せられました。中道会員は、「アフガニスタン女
子教育支援への取り組みと今後の課題」について、2025年春の現地視察を踏ま
えた報告を行いました。政情の変化に伴う課題を共有し、GWIが果たすべき役
割について議論を促しました。発表中には聴衆から拍手が起こる場面もありま
した。筆者は、「世界のジェンダー平等のさらなる推進における教育の役割」を
テーマに、日本の大学生を対象とした調査結果を紹介。「真のジェンダー平等
は外から押し付けるものではなく、文化の中から育まれるべき」との視点から、
教育による意識改革の必要性を訴えました。夫婦別姓問題にも触れ、各国の参
加者から意見が寄せられました。
　全23件の発表があり、パトリシア・パットン新会長によると、近年増加する
独立会員の活動にも注目すべきとのことでした。

垣間見たアフリカの片鱗� 中道貞子　奈良支部

　関西空港から、シンガポール、ヨハネスブルグ経由でザンビアの首都ルサカ
までは、乗継時間を含めて約24時間の長旅。私は総会前後に開催されたイベン
トを紹介したい。
　総会前日の市内観光で最初に訪問したのは、ルサカ国立博物館。ザンビアの
歴史、伝統芸術、考古学的遺物等の展示があり、好奇心旺盛な GWI メンバー
は学芸員に対して質問攻め。滞在は2時間に及んだ。ワイルドライフ・ディス
カバリー・センターでは、保護された子象を自然に戻すまでの取り組み紹介が
あった。カブワタ文化村では、職人による木彫りや籠、色鮮やかな布などの店
での買い物。予定時間4時間のツアーの所要時間は8時間に及んだ。時間に縛ら
れないアフリカ気質の洗礼を受けた。
　総会後には、ルサカ市内から約60km離れたチョングェ地区の公立寄宿学校
と、さらに奥地の寄宿学校を訪問した。後者は、交通網もない広い土地に点々
と家がある地で、子どもたちが学ぶためには寄宿舎が必須であることが理解で
きた。事前のイベント案内には「食べ物、本、ペン等の寄付を」と記されてお
り、GWIメンバーが持ち寄った寄付の品を手にした生徒達の笑顔と、披露され
たエネルギーにあふれた歌声が印象的だった。

日本代表（左より）：稲葉、中道、加藤、フ
ォラン

懇親会会場となった国際会議場新館前で

女子寄宿学校で歓迎を受ける：半径15キロ
圏内に他の学校なし。生徒数200人。寄宿
舎ではシングルベッドを2人で使用。収納
スペースなし、シャワー室に屋根・ドアな
し、調理は井戸水と薪で、など。そんな中
でも、たくましく生きる少女たち

新理事（左より）： 提唱担当ジゼル・スキャ
ンロン、法務担当ジョイ・ハースト、パト
リシア・パットン会長、教育担当シャー
リー・ジレット、財務サスキア・ヴォート
マン、資金調達担当リン・ケント、後列：
パトリス GWI 前会長

技術先進国・日本、ジェンダー意識がなぜ低い？
―教員志望の学生調査から教育の役割を探る―
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　2月8日　第18回Jカフェ報告講師
の佐賀千惠美さんは、平成3年に女
性初の弁護士である三淵嘉子先生、
中田正子先生、久米愛先生を紹介
する『華やぐ女たち　女性法曹のあ
けぼの』を出版されました。その本
を出版されるきっかけになったの

は佐賀さんが検事をやめて4年後のこと。3歳と1歳の子育
てのために仕事を休んでおられた1985年に「日本に女性の
弁護士や裁判官が生まれたのはいつ頃ですか」と出版社の
人に聞かれ、なにも知らなかったことに驚いたそうです。
佐賀さんの生活は家事、子育てに追われる日々。「子供は3
歳までは保育園に入れず母親が育てる方が、精神が安定す
る」と自問を繰り返す生活の中で女性初の弁護士の方たち
に惹かれ、私が書くしかないと本を書き始められたとのこ
とでした。
　1928年11月3日に「法服を彩る紅3点」と東京朝日新聞に上
記の3人の女性弁護士が司法試験に合格し、誕生したことが
報道されています。そして、2024年のNHK朝ドラ「虎に翼」
ではその中のおひとり、女性初の裁判長にもなった三淵嘉子
先生が主人公になりました。佐賀さんは三淵さんのご家族や
中田正子先生にもインタビューをされたとのことです。
　朝ドラの場面を思い出しながらお聞きするあっという間
の2時間でした。
� 東京支部　端本和子

　「フラメンコ」は、私はスペインのグラナダで見たことがあるだけです。ツアー旅行のひとこまで、30年も前のことですが、
妙に心に残っていました。文化事業委員会のきれいなチラシを見て、「フラメンコだ！」と心が動きました。
　これももう25年も前のことですが、心が少し疲れていた時に、医師から
「歩きなさい！」と勧められました。「源氏物語を読む会」でそのことを話
すと、山の大先輩の「私は百名山を踏破したけれど、もう無理なので、あ
なたたちに山歩きを教えてあげる」の一言で、急に8人のグループができま
した。それ以来、月1回既に200回は歩いたでしょうか？全員元気で80代後
半になった最近は、「昔は霜柱の入笠山に登ったね」などと話しながら、新
宿御苑が精一杯になりました。
　「次回は歩くの止めて、フラメンコ！」と、全員おしゃれして伺いました。
大迫力の音量に最初は戸惑いましたが、美味しい料理にアルコールも少し
回り、手拍子足拍子で、そのリズムに引き込まれました。間近で見ると、出
演者の熱意が直に伝わり、引き込まれた正に歌舞音曲のひと時でした。
　文化事業委員会の皆様のお顔の広さを物語る様々な企画を、これからも
楽しみにしています。

　6月21日（土）、長年、長崎で平和
運動を率いて来られた平

ひら

野
の

伸
のぶ

人
と

さ
んをゲスト講師にお迎えし、Jカフ
ェがオンライン（Zoom＋PV：長崎
支部・岡山支部）で開催されました。
平野さんは戦後生まれ（1946年）の
被爆2世。高校生の時、急性白血病

で同じ被爆2世の同級生の死に直面されたそうです。直接
の被爆者だけでなく、その子、その孫まで不安を抱かせる
「原爆の恐ろしさ」を感じずにはいられませんでした。平野
さんは、後に小学校教員として、被爆40周年を機に「全国
被爆2世教職員の会」を立ち上げ、被爆2世の運動を推し進
めてこられました。退職後は「平和活動支援センター」を
開所し、在韓被爆者の方々の支援や、未来を担う高校生の
平和活動の支援などに取り組んでおられます。毎週日曜日
に長崎の繁華街で行う核兵器の廃絶と平和の実現を求める
「高校生1万人署名活動」で集めた署名は27年間で270万筆を
超え「高校生平和大使」によって、毎年、国連に届けられ
ています。
　平野さんのお話や資料の写真から、原爆の悲惨さや被爆
者の方々が受けた差別や偏見に心が痛みました。被爆80年
という節目の年に、平野さんのお話をお聞きでき、私たち
一人一人が今後も平和な世界の実現について考えていかな
ければならないという思いを強くしました。
� 岡山支部　長田友子

第18回 J カフェ報告
日本初女性法律家たち

～「虎に翼」によせて～
� 講師：京都支部会員　弁護士　佐賀千惠美さん

J カフェ〈ゲスト編〉報告

被爆80年を迎えて
講師：平野伸人さん

平日昼のスペイン料理&フラメンコショー　6月24日（火）

バイラオーラ渡部純子と仲間たち� 東京支部　坂上栄美子
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＊�みなさまの支部で紹介をなさりたい先輩・同輩、あるいは歴史や活動などを、是非、広報委員会までお知らせください。

　茨城支部の
2025年度会員数
は34名です。残
念なことにピー
ク時の半数以下
になっていま
す。茨城支部の
歴史は古く「一

人ひとりが　人として　自分らしく　生きていける社会を
目指して」を目標に、昭和23年に設立されました。これま
での先輩会員個人の歩みをまとめた「MY WAY　わたし
ものがたり」を2冊発行いたしました。
　現在の活動としては、総会や定例会、水戸市との共催事
業「水戸市男女平等参画推進月間市民企画講座」を毎年開
催しております。定例会では、昨年より「人生百年時代を生
きる」をテーマに90歳の今も現役で日本語指導をされている

会員のお話や成年後見制度について学ぶ講座を開催しまし
た。本年はフレイル予防に体幹を鍛える講座を開催予定で
す。写真は、今年の市民企画講座で登壇された方々です。

Ｑ：�現在にもまして支部活動を活発にするにはどうすれば
いいですか。

Ａ：�会員数の減少と高齢化。これが当支部の現状です。そ
れを思うとご質問に答えるのはなかなか難しいです。
とにかく若い世代に会の活動に関心を持ってもらうこ
とが何より。そのためには講座のテーマの設定と広報
の手段が大事かと思います。

　岡山支部は現在49
名の会員で活動して
おり、総務委員会・
企画委員会・国際委
員会の3委員会にわ
かれています。今年
度は7月に岡山大学
理事の三村由香里さ
んに「ウェルビーイ

ングと健康」と題して講演していただき好評を得ました。
また、8月には万博のスイスパビリオンでのイベントに9名
が参加し、木口会員の議員トークを楽しみました。支部役
員8名で月1回の役員会を持ちながら活動を進めています。
数名の支部会員が本部の委員会に属して情報共有し、本部
との連携を保ちながら、より魅力ある支部作りをめざして
います。
岡﨑優子さんを偲んで
　今年6月、岡﨑優子会員の突然の訃報に深い悲しみに包ま

れました。支部長、本部の理事も歴任されるなど大学女性
協会の活動に尽力された方で、何事にも親身に応えてくだ
さいました。現実とは思えない悲しい出来事ですが、心よ
りご冥福をお祈りするとともに、岡﨑さんの思いを大切に
前進していかなければならないと気を引き締めています。

Ｑ：�現在にもまして活動を活発にするにはどうしたらいい
ですか？

Ａ：�会員増強と若い会員の活躍が大切なポイントだと思っ
ています。また、会員それぞれが得意分野を生かし、
貴重な出会いと有益な学びの場を提供することが会の
活性化に繋がると思います。

支部 だより 支部活動を活発にするために282号よりご意見、ご提案をお願いしています。
各支部の取り組みの参考にしていただければと思います。（広報委員会）

茨城支部を紹介いたします
茨城支部長　飯田久子

魅力ある支部作りをめざして
岡山支部長　竹井恵子
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正会員の皆さまへ　役員候補者推薦のお願い

� 役員選考委員長　田邉光子
　2026年5月第15回定時会員総会の終結をもって,JAUWの理
事会の現理事および監事の任期が満了になります。
　役員選考委員会は「役員選考委員会に関する規程」に従い
定款第5章第22条および第25条により、正会員の皆さまに次
期2026・2027両年度の理事・監事候補者の推薦をお願いし、
その選考結果を会長および理事会に報告することになって
おります。つきましては、別便の参考資料をご参照いただき
2026・2027年度（一社）大学女性協会役員候補者推薦用紙に
ご記入のうえ、返信用封筒で2025年12月12日（金）までにご
返送くださいますようお願い申し上げます（当日消印有効）。
　大学女性協会活動の根幹を担っていただく役員の、2年に
一度の大切な改選です。多数の皆さまの熱意あるご推薦を心
からお願い申し上げます。

理事会から

▲ 　�2029年度からの大学女性協会の在り方を会員総会で決定す
るために、その原案を理事会に提言する「将来構想特別委
員会」（委員8名、オブザーバー1名）を設けました。

▲ 　�来年5月17日の総会時に80周年記念行事を催します。

▲ 　�次期総会に続き5月17日～19日にアジア大学女性連盟総会
を JAUWが主催します。参加ご協力をお願いします。

▲ 　�EXPO2025で行った「政治における女性たち」の動画が万
博協会のサイトにアップされました。ご覧ください。

　�第1部：https://theme-weeks.expo2025.or.jp/program/det�
ail/67d2e2831887b.html

　�第2～ 3部：https://theme-weeks.expo2025.or.jp/program/
detail/68914cb32b4a2.html

▲ 　�事務所の冬季休業期間：2025年12月26日（金）～2026年1月5日（月）

（一社）大学女性協会80周年記念募金パトリシア寄付者ご芳名
期間：2025年7月1日～2025年10月31日
寄付者人数：41名、寄付金額：610,000円
上記期間中の寄付者ご芳名（敬称略・支部別50音順）

（茨城）長田満江　（長野）三田コト　（東京）阿部幸子、安東桂子、
伊藤真理、遠藤理枝、岡崎朋美、加藤恵津子、加納孝代、
今野美智子、庄司ヨシ、鈴木公江、高橋真理子、武内善以、
西田節子、長谷川千恵子、長谷川瑞穂、福田文子、松﨑和子、
森川淳子、山下泰子、鷲崎千春　（神奈川）房野桂　

（愛知）賀集イレーネ　（京都）久保宜子、俵里実、松尾景子　
（奈良）中道貞子、堀井擴子、森田由躬江　（大阪）西野博子　
（神戸）杉本和子　（岡山）近藤みち子、中原淑子　
（大分）江崎一子　（福岡）相良かおる　（長崎）鈴木千鶴子、
辻佳子　 （賛助） 三代文子、西村攝子　（一般）小川泰子
全体期間：2021年4月30日～2025年10月31日
寄付者延人数：382名、寄付総額：5,087,600円

寄付金の振込先口座
銀行：ゆうちょ銀行
名義：一般社団法人　大学女性協会
①　払込取扱票（郵便振替）で行う場合
　　口座記号及び口座番号：00130-0-587701
　　※�パトリシア募金専用の払込取扱票をお持ちの場合は、

そのまま使用可能です。
②　他行から振込の場合
　　支店名：〇一九店
　　口座種類及び口座番号：当座 587701
　　※ゆうちょ銀行口座から振り込まれる場合も同じです。

≪丸大のギフトは、どなたにも喜ばれます≫
お歳暮・お中元時期のほか、記念品・新築祝・開店祝

　御礼・内祝・快気祝・各種景品等ご利用下さい。

丸大食品株式会社　中央営業所特販係　　　担当：棚橋
〒１３５－００５１　東京都江東区枝川２－２３－２

ＴＥＬ０３（３６４７）３２７０　　　ＦＡＸ０３（３６４７）３２７４

【HA-102】

JAUW新春のつどい
　2025年度新春のつどいは、今回も下記の会場で開催いたしま
す。時間が早くなりました。ご確認ください。
　大勢の皆様のご参加をお待ちしております。
日　　時：2026年1月10日（土）10：30～14：00
場　　所：KKR HOTEL TOKYO 孔雀の間
　　　　　千代田区大手町1-4-1　03-3287-2921
プログラム：2025年度国内奨学金贈呈式
　　　　　懇親会　その他
会　　費：12,000円
申 込 先：�大学女性協会　本部事務所へFAXまたはメールで
申込締切：2025年12月15日
振込締切：2025年12月19日
振 込 先：三菱UFJ 銀行四谷支店
　　　　　普通預金：口座番号1077777
　　　　　別口　一般社団法人大学女性協会
　キャンセルは3日前までとさせていただきます。
＊当日収益事業委員会によるバザーを開きます。

国際奨学委員会からの報告
～多くの留学の応募者に感謝～

� 国際奨学委員長　古山みゆき
　この2025年度に、8名という多数の候補者に対して推薦を行
う作業は、当委員会にとりましてありがたいことでした。お二
人の奨学生は、文系と理系のそれぞれの分野から1名ずつ推薦
させていただきました。アルゼンチンからのペレス＝クーパー
さんは京都大学医学研究科（院）で、メキシコからのバルデス
＝ボカネグラさんは広島修道大学で来年3月まで勉学の予定で
す。来日後に詳細な紹介をさせていただきます。京都支部と広
島支部の会員の皆様、なにとぞよろしくお願いします。

一般社団法人　大学女性協会
〒160－0017　東京都新宿区左門町11番地6 パトリシア信濃町テラス101
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